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前回はギュッと口を結び、歯科検診を怖がっていたあひる組ですが、今回は泣きな

がらも口を開ける子が多かったです。うさぎ組も数名泣いていましたが、りす組は誰

も泣かずに受けられ、成長を感じました。 

 

全体的に６月の健診と比べるとむし歯がふえていました。むし歯のあったお子さん

は治療できるといいですね。 

初めは受診（椅子に座ったり、口を開けることなど）に慣らすことから始めていく

ので、まだ小さいからと心配されている保護者の方、まだかかりつけ医をお持ちでな

い方、一度足を運んで見てください。 

 

今回歯並びについての質問が多かったので、ご参考までに先生からの情報提供をさ

せていただきます。保護者の方の意識が高いからこその質問だと思いますと感心され

ていました。 

 

歯列矯正は医師の中でも見解が大きく分かれるところで、 

・永久歯の並びがきれいになればいいので、乳歯の間は様子をみる先生、 

・乳歯の間に治したほうが永久歯のときに少しのずれでおさまる可能性があるから早

い段階で行なう先生、 

・顎のかみ合わせが合わない場合は直したほうがよいと考える先生 

など、さまざまのようです。 

 

歯列矯正を始める前に、２～３箇所歯科医師の意見を聞いたほうがいいそうです。 

保険適応外なので高額になります。開始時期や方法など、歯科医師とよく相談し、あ

せらず考えてできるといいですねというお話でした。 

また、歯列不正は虫歯になりやすいので、気をつけましょう。ということでした。 

 

他にも、食べるのが遅いお子さんは、咀嚼力が不足しているのかもしれない。かみ

あわせがうまくいかなくて上手に噛めないこともあるので、「早く食べなさい」だけ

では解決できないこともある。食べている様子をしっかり見てくださいね。とお話を

いただきました。 

 

食事と歯の関係、改めてしっかりみる必要があると思いました。園で気になること

があればお伝えしていきますので、ご家庭でも何か気付いたことがあればお知らせく

ださい。 


